
再評価結果（平成３０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局環境安全課

担当課長名：森山誠二

事業名 一般県道 植栗伊勢線 事業 事業
う え ぐ り い せ せ ん

区分 地方道 主体 群馬県

起終点 自：群馬県吾妻郡 東 吾妻町植栗 至：群馬県吾妻郡中之 条 町伊勢町 延長 １．７km
あがつまぐんひがしあがつままちうえぐり あがつまぐんなか の じようまち い せ まち

事業概要 （一）植栗伊勢線は地域高規格道路である 上信自動車道の（仮称）植栗インターチェンジ

から、主要地方道渋川東吾妻線（東吾妻町植栗地内）、吾妻川、国道３５３号、及びＪＲ吾妻線を横断し、

国道１４５号に至る延長約１．７ｋｍの２車線道路である。上信自動車道の整備に際して、中之条町、四

万温泉、高山村方面への重要なアクセス道路となる。

Ｈ２５年度事業化 Ｈ６年度都市計画決定 Ｈ２９年度用地着手 工事未着手

全体事業費 ２９億円 事業進捗率 約１６％ 供用済延長 － km

計画交通量 ７，０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体)２．１ ２０/２３億円 ４８/４８億円 平成２９年

事 業 費： 18/22億円 走行時間短縮便益： 38/38億円

(残事業) ２．４ 維持管理費：1.5/1.5億円 走行経費減少便益： 8.0/8.0億円

交通事故減少便益： 1.7/1.7億円

感度分析の結果

(事業全体) 交通量 ：B/C=1.8～2.2（交通量 ±10%）（残事業）交通量 ：B/C=2.2～2.6（交通量 ±10%）

事業費 ：B/C=1.9～2.3（事業費 ±10%） 事業費 ：B/C=2.2～2.6（事業費 ±10%）

事業期間：B/C=2.0～2.2（事業期間±20%） 事業期間：B/C=2.3～2.6（事業期間±20%）

事業の効果等

・地域高規格道路「上信自動車道」へのアクセス道路であり、吾妻地域（中之条町、高山村）の産業競争

力の向上に寄与する。

・地域高規格道路「上信自動車道」へのアクセス向上により、三次医療施設への搬送時間が短縮される。

・四万温泉等の観光地へのアクセス性向上が見込まれる。

関係する地方公共団体等の意見

・当路線が接続する地域高規格道路「上信自動車道」は、渋川市ほか２市４町２村の首長や議会議長等で

構成される「上信自動車道建設促進期成同盟会」より、整備促進の要望を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・上信自動車道吾妻東バイパス２期（(仮)箱島IC～(仮)植栗IC）が平成２６年に事業化。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・平成29年度より用地買収に着手、事業進捗率16％、平成36年度供用開始予定

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・本事業は上信自動車道へのアクセス道路であるが、上信自動車道本線が平成36年度まで事業期間を延伸

している。

・計画の具体化にあたって、地元住民や関係機関との合意形成に期間を要した。

・今後も地元や関係機関との協力体制のもと、早期供用に向けて事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等

・近接する地域高規格道路「上信自動車道」との土工量収支に配慮し、処分費低減・残土の有効活用等、

コスト縮減を図る予定。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

・以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性・重要性は変わらないと考えられる。



事業概要図

植栗伊勢線

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


